重要事項説明書（介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント）

１　事業所の概要

（１）事業所の概要

	事業の目的
	地域包括支援センターは、介護保険法の理念に基づき、利用者がその有する能力に応じ、自立した生活を送れるよう、適正な介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントを提供することを目的とします。

	運営方針
	利用者が要支援状態の改善並びにその重度化の予防を図り、可能な限り自立した日常生活を送れるよう支援に努めます。

	事業者名
	和木町地域包括支援センター

	事業者指定番号
	３５０７２０００１６

	所在地
	山口県玖珂郡和木町和木１－１－１
和木町役場保健福祉課内

	電話番号
	０８２７－５２－２１９６

	FAX番号
	０８２７－５２－７２７７

	サービス提供地域
	和木町内


（２）職員体制

	
	常勤
	非常勤
	計
	従事する業務

	管理者
	１人
	
	１人
	統括

	保健師
	１人
	
	１人
	ケアプラン作成業務等の実施

	社会福祉士
	１人
	
	１人
	ケアプラン作成業務等の実施

	介護支援専門員
	１人
	
	１人
	ケアプラン作成業務等の実施

	備考（兼任等）
	管理者は、職員である有資格者のうち１人が兼任するものとします。


（３）営業日及び営業時間

	営業日
	月曜日から金曜日

	営業時間
	午前８時３０分～午後５時１５分

	休業日
	国民の休日及び１２月２９日から１月３日まで


２　介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントの申し込みからサービスが提供されるまでの流れとその主な内容

	①　申し込み

重要事項説明書にて、内容を確認し、介護予防サービス計画作成・介護予防ケアマネジメント依頼届出書を介護保険被保険者証とともに町へ届け出ます。

	②　契約の締結
契約を締結します。

	③　状態の把握（アセスメント）

認定調査結果、主治医意見書及び基本情報などを基に、担当の職員が利用者や家族に面接し、抱えている問題点や解決すべき課題を分析します。

	④　介護予防サービス・支援計画原案（以下「原案」という。）の作成

アセスメントの結果等をもとに、課題に対する目標及び具体策を示し、利用者や家族と合意した結果に基づいて原案を作成します。サービス事業者を選定します。

	⑤　サービス担当者会議の開催

関係するサービス担当者を集め、原案について専門家の意見を聴取し検討します。サービスの種類、内容、利用料金等を決定します。

	⑥　介護予防サービス・支援計画書（以下「計画書」という。）の写しの交付

検討されたサービス計画の内容について確認・了承のうえ、計画書の写しを交付します。

	⑦　サービスの提供

サービス事業者に対し、計画書に基づいて適切にサービスが提供されるよう連絡、調整等を行います。

	⑧　状況の把握（モニタリング）

計画書の実施状況の把握につとめ、目標の達成状況について評価を行い、必要に応じて計画書の変更を行います。

	⑨　給付管理

サービスの利用実績を確認します。

	⑩　報酬請求

報酬の請求事務等を行います。


３　業務の委託

和木町地域包括支援センター（以下「包括」という。）は、３の③～⑨の業務を下記の居宅介護支援事業者に委託します。

	所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業所（事業所の名称及び所在地）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


４　利用者負担金
介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントについては、原則として利用者の負担はありません。
５　相談窓口・苦情窓口

①　サービスに関する相談や苦情については、次の窓口にご相談ください。
	和木町地域包括支援センター
	電話番号
	０８２７－５２－２１９６

	
	FAX番号
	０８２７－５２－７２７７

	
	受付時間
	午前８：３０～午後５：１５


②公的機関においても苦情申出等ができます。

	和木町役場
	所在地
	和木町和木１－１－１

	
	所管
	保健福祉課高齢者介護係

	
	受付時間
	午前８：３０～午後５：１５

	
	電話番号
	０８２７－５２－２１９６

	
	FAX番号
	０８２７－５２－７２７７


	山口県国民健康

保険団体連合会
	所在地
	山口市大字朝田字岡の口１９８０の７

	
	所管
	介護保険課　苦情相談班

	
	電話番号
	０８３－９９５－１０１０

	
	FAX番号
	０８３－９３４－３６６５


※国保連は、介護予防支援に関する苦情のみの対応となります。
６　賠償責任について

①　包括は、介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントの提供に伴って、包括の責めに帰すべき事由により、利用者又は家族等の生命、身体、財産及び名誉に損害を及ぼした場合には、相当の範囲内においてその損害を賠償します。
2 利用者又は家族等は、利用者又は家族等の責めに帰すべき事由により、包括の職員の生命、身体、財産及び名誉に損害に及ぼした場合は、包括は相当の範囲内においてその損害を請求します。

3 包括は「全国町村会総合賠償補償保険」に加入しています。

７　利用者の記録や情報の管理及び開示について

　　①　包括は、利用者及び家族等の情報の収集、保存及び管理については、和木町個人情報保護条例（平成１７年条例第２号）に基づき行うとともに、利用者の求めに応じてその内容を開示します。（開示に際し、複写を希望される方は、実費相当額を負担して頂きます。）

　　②　包括は、次に掲げる計画の作成等及びサービスを提供するために、利用者及び家族等の同意の上、情報を収集します。また、これらの、利用目的を変更する場合においても同様とします。

　　　ア　利用者の計画の立案、作成及び変更に必要な場合

　　　イ　利用者にサービスを提供するために必要な場合

　　　ウ　サービス担当者会議その他介護支援専門員とサービス事業者との情報共有及び連絡調整等を行う場合

　　　エ　利用者が医療サービスの利用を希望し、主治医の意見を求める場合

　　　オ　事故や災害等又は利用者の容態の変化等に伴い、親族、医療機関及び行政機関等に緊急連絡を要する場合

　　　カ　行政機関の指導又は調査を受ける場合

８　虐待の防止
（1） 虐待の発生の防止のため職員研修等を行います。
（2） サービス提供中に当該事業所職員又は養護者による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合、速やかに市町に通報します。
　

９　その他の留意事項について

　　①　利用者又は家族等は、本重要事項説明書及び計画書で定められた業務以外の事項を職員に依頼することはできません。

　　②　職員は、介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントを提供する際、医療行為を行うことはできません。

　　③　利用者は、介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントの提供を受ける際、担当職員を指名することはできません。ただし、業務上不適当とされる理由を明らかにして、包括に申し出た場合は、担当職員を変更することができます。

　　④　職員が、訪問等を行うに当たり、交通事情等により予定時刻を変更する場合があります。

　　⑤　介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント提供の際における事故及びトラブルを避けるため、利用者及び家族等並びに包括双方は、次の事項に留意するものとします。

　　　ア　担当職員は、現金、預金通帳、キャッシュカード、印鑑、年金証書その他有価
証券などは一切預かることができません。

　　　イ　利用者又は家族等は、担当職員の訪問等に際して、現金や貴重品は室内に放置しないでください。

　　　ウ　利用者又は家族等は、包括の使用する自動車に乗車することはできません。
　　⑥　利用者が医療機関に入院された場合、利用者および家族は、入院先医療機関に対して担当ケアマネジャーの氏名等を提供するように依頼します。
令和　　　年　　　月　　　日

包括は、重要事項説明書に基づいて、介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントの内容及び重要事項の説明を行いました。

【事業者】
所在地　山口県玖珂郡和木町和木１－１－１　　


名　称　和木町地域包括支援センター　　　　　


代表者　和木町長　　　坂本　啓三　　　　　　


説明者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
包括より、上記の内容について説明を受け、同意しました。

【利用者】
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【同席者】
続柄、役職等　　　　　　　　　　　　　　

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

